令和８年度東京都立中央ろう学校　中学部年間指導計画
	学　　部
	中学部
	学　　年
	１　　
	週時数
	４

	教科
	国語
	グループ名
	Ｓ１・Ｓ２

	ねらい
	・国語を適切に表現し，正確に理解する能力を育成し伝え合う力を高める。
・思考力や想像力を養い，言語感覚を豊かにし，国語を尊重する態度を育てる。
・語彙の拡充を図り、より豊かな表現力を身に付ける。

	担当教員
	砂川　さやか

	年間授業時数
	１４２

	使用教科書
	「国語１」光村教育図書　、「中学書写」教育出版

	副教材等
	「国語便覧」浜島書店、「楽しく学ぼう！すらすら基本文法」浜島書店、「新・基礎の学習　国語１年」新学社、「学習漢字ノート」浜島書店、「実力の夏」新学社、「中学基礎がため100％できた！中１国語[読解]」くもん出版、国語辞典、ロイロノート、電子黒板、自主作成プリント等

	学　習　計　画

	　
	月
	単元（題材）名
	指導
時数
	主な学習内容、ねらい（評価の観点）
	指導の工夫
配慮事項

	前期
	
４
	・書写「硬筆書写」
・「朝のリレー」
・漢字の組み立てと部首
・「はじまりの風」
	１０
	・楷書で原稿用紙に丁寧に文章を書く。
・詩に登場する国や街がどんなところか、また、そこで、どんな人が何をしているのか、情景を想像しながら音読する。
・偏旁冠脚など漢字を組み立てている部分と部首について理解する。
・場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化などについて、描写を基に捉える。
	・電子黒板やホワイトボード等を活用し、視覚的に分かりやすい授業を行う。
・考えたこと、思ったことを文章で表現する機会を多く設定する。
・ICT機器の活用を図る。

	
	
５
	・文法
・「ダイコンは大きな根？」
・「ちょっと立ち止まって」
	１５
	・文章と段落、文節と単語、文節の種類の理解を深める。
・文章の中心部分を捉え構成を理解する。
・文章の構成に着目し、序論・本論・結論の役割を考える。
	

	
	
６
	・文法
・空の詩　三編
・「比喩で広がる言葉の世界」
	１６
	・連文節、並立の関係、補助の関係の理解を深める。
・詩の中の語句の意味を捉えながら語感を磨き語彙を豊かにする。
・文中で使われている比喩の文脈上の意味を理解する。
	

	
	
７
	・語彙を豊かに
・情報収集の達人になろう
・読書を楽しむ
	１３
	・積極的に事象や行為、心情を表す語句の量を増す。
・情報の整理のしかた、引用のしかたを理解する。
・読書が、知識や情報を得たり、自分の考えを広げたりすることに役立つことを進んで理解する。
	

	
	
９
	・「大人になれなかった弟たちに」
・文法
・書写「毛筆書写」
・「星の花が降るころに」
	１６
	・登場人物の行動の理由や心情の変化を捉える。
・文をつなぐ言葉、自立語と付属語、活用、品詞の理解を深める。
・楷書の基本点画の筆使いを理解して書く。
・場面ごとの状況や、場面と人物などの描写を結び付けて、内容を読み深める。
	

	後期
	10
	・漢字の音訓
・『「言葉」を持つ鳥、
シジュウカラ」
・意見と根拠
	１６
	・漢字の音・訓について理解する。
・筆者の意見とそれを支える根拠との関係を理解する。
・適切な根拠や、意見と根拠の結び付きについて理解する。
	・電子黒板やホワイトボード等を活用し、視覚的に分かりやすい授業を行う。
・考えたこと、思ったことを文章で表現する機会を多く設定する。
・ICT機器の活用を図る。

	
	
11
	・「蓬莱の玉の枝」
・「今に生きる言葉」
・「不便の価値を見つめ直す」
・文法
	１２
	・文語のきまりやリズムを確かめ、古典の世界に親しむ。
・訓読のしかたを知り、古典の世界に親しむ。
・原因と結果、意見と根拠などの関係について理解する。
・名詞と代名詞の理解を深める。
	

	
	
12
	・話題や展開を捉えて話し合おう
・文法
	１２
	・話し合いの話題や展開に沿って、互いの発言を結び付けながら話し、自分の考えをまとめる。
・副詞と連体詞の理解を深める。
	

	
	
１
	・書写「毛筆書写」
・「少年の日の思い出」
	１２
	・文字の配列を理解して書く。
・行動描写や情景描写、心情を表す言葉に着目して読む。
	

	
	
２
	・「二十歳になった日」
・漢字の成り立ち
・文法
	１０
	・心情を表す語句や表現に着目して読む。
・漢字の成り立ちについて理解する。
・接続詞と感動詞の理解を深める。
	

	
	
３
	・「ぼくが　ここに」
・書写「硬筆」「毛筆」
	１０
	・詩に用いられている表現の技法を理解する。
・行書の筆使いを意識して書く
	




令和８年度東京都立中央ろう学校　中学部年間指導計画
	学　　部
	中学部
	学　　年
	１　　　
	週時数
	４

	教科
	数学
	グループ名
	S1、S2

	ねらい
	(1)数量や図形などに関する基礎的な概念や法則を学び、理解を深める。
(2)数学的な表現や処理の仕方を習得し、興味・関心をもって課題に取り組むことができる。

	担当教員
	秋澤　光

	年間授業時数
	１４２

	使用教科書
	学校図書「中学数学１」

	副教材等
	正進社「数学の学習ノート１年」
文理社「ベースライン数学１年」

	学　習　計　画

	　
	月
	単元（題材）名
	指導
時数
	主な学習内容、ねらい（評価の観点）
	指導の工夫
配慮事項

	
	４
	正の数・負の数
1.正の数・負の数
2.加法・減法
3.乗法・除法
4.数の集合

	27
	・符号の付いた数　・数の大小　・加法　・減法　
・加法と減法の混じった式の計算　
・乗法　・除法　・四則の混じった式の計算　
・正の数，負の数の利用
	1.情報機器を活用する。（電子黒板・デジタル教科書・ＰＣなど）

2.重要事項をホワイトボードに短冊、模造紙を貼る等、視覚的情報に配慮し、構成された板書にする。

3.日常生活の例を挙げ、興味・関心を高めるように支援する。

4.家庭学習の習慣化を図るため、宿題を出す。

5.学習の定着を図るため、練習問題や小テストを多く取り入れる。

6.授業後に学習内容を自ら振り返ることができるようなプリント（ワークシート）やノート作りを行う。

７. 応用問題を準備する。

	
	５
	
	
	
	

	
	６
	
	
	
	

	
	
	文字式
1.文字式
2.式の計算
	20
	・文字を使った式
・文字式の表し方　
・1次式の計算
・文字式の利用

	

	
	７
	
	
	
	

	
	
	1次方程式
2.方程式
3.1次方程式の利用
	20
	・等式と不等式
・方程式
・方程式の解き方
・1次方程式の利用
・比例式

	

	
	９
	
	
	
	

	後期
	10
	比例と反比例
1.関数
2.比例
3.反比例
4.比例と反比例の利用
	20
	・関数
・比例と式
・座標と比例のグラフ
・反比例式と式
・反比例のグラフ
・比例と反比例の利用

	

	
	11
	
	
	
	

	
	
	平面図形
1.いろいろな角の作　　図
2.図形の移動
	20
	・90°の角の作図
・60°、30℃の角の作図
・作図の利用
・図形の移動

	

	
	12
	
	
	
	

	
	
	空間図形
1.空間図形の見方
2.立体の表面積・体積
	20
	・いろいろな立体
・直線や平面の位置関係
・面が動いてできる立体
・立体の展開図
・立体の表面積
・立体の体積
・球の表面積と体積

	

	
	１
	
	
	
	

	
	２
	
	
	
	

	
	
	データの活用
1.データの傾向の調べ方
2.データの活用
	15
	・データの整理
・相対度数
・データの傾向の読み取り方
・データの活用

	

	
	３
	
	
	
	









令和８年度東京都立中央ろう学校　中学部年間指導計画
	学　　部
	中学部
	学　　年
	１　　
	週時数
	４

	教科
	英語
	グループ名
	S1　S2

	ねらい
	・外国語を通じて、言語や文化に対する興味をもたせる。　
・外国語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、４技能の中の特に読むこと、書くことの能力の基礎を培う。

	担当教員
	酒井　真衣

	年間授業時数
	140

	使用教科書
	東京書籍『NEW HORIZON English Course１』

	副教材等
	NEW HORIZON１ （東京書籍）、中１英語をひとつひとつわかりやすく（学研教育出版）、
エイゴラボ(正進社)、自作教材（プリント等）

	学　習　計　画

	　
	月
	単元（題材）名
	指導
時数
	主な学習内容、ねらい（評価の観点）
	指導の工夫
配慮事項

	前期
	４
	Unit0
Unit1
Grammar for
Communication 0

	１１
	あいさつや好きなものをたずねる文の形・意味・用法を理解している。
英語の文の語順を理解し、伝えたい内容について、英語の語順にしたがって文を作る技能を身につけている。be動詞や一般動詞を用いた文の理解をもとに、おたがいの名前や好きなものなどについて伝えたり、たずねたりする技能を身につけている
	・電子黒板、デジタル教科書、PC（字幕＜日本語・英語＞）やホワイトボード等を活用し、視覚的に分かりやすい授業を行う。
・学習の定着を図るため、授業内では練習問題を行う。
・英語への興味関心を深め、英語を使って積極的にコミュニケーションを行う態度を育てる。
・毎時間の予習を課題にして、事前に本文の訳や意味を授業用ノートに書いて授業時に使用する。授業時は訂正箇所や、新文法、語句などを加筆する。
・授業の最後には、副教材を使用した宿題を提示し、家庭学習を定着させる。副教材はすべて年度内に終了させる。
・生徒を認め、ほめることにより、学習への動機づけや意欲を育てる。
・間違うことに「抵抗を感じない、たくさん発言や質問ができる教室を作る。
・各グループに応じた工夫した授業を生徒の実態を踏まえて、活動内容を考える。それぞれのグループで授業進度は合わせつつ、生徒の実態を踏まえて実践する。


	
	５
	Unit2
Grammar for
Communication1

	１４
	He （She）isや助動詞can、This （That）is を用いた文の理解をもとに、身近な人のことやできること、どのようなものかについて伝えたり、たずねたり答えたりする技能を身につけている。
	

	
	６
	Unit3
Grammar for
Communication2

	１３
	whatやwho、howやwhen、whereを用いた疑問文の理解をもとに、ものや人、方法や時、場所をたずねたり答えたりする技能を身につけている。
疑問詞を用いた文の形・意味・用法を理解し、たずねたい内容に応じて、疑問詞を正しく使い分けて質問する技能を身につけている。
	

	
	７
	Unit4
Grammar for
Communication3

	１２
	How many やWhat+名詞の疑問文、命令文の理解をもとに、数や時刻、することなどについてたずねたり答えたり、指示や助言をしたりする技能を身につけている。
名詞の形・意味・用法を理解し、ものの数などに合わせて、名詞を正しい形で使う技能を身につけている。

	

	
	９
	Unit5
Grammar for 
Communication4

	１２
	三人称単数現在形の文の理解をもとに、自分と相手以外の人やものなどについてたずねたり答えたりする技能を身につけている。
	

	後期
	10
	Unit6
Grammar for
Communication5
	１４
	代名詞や疑問詞whose、whichを用いた文の理解をもとに、人や物について話題を展開する際にら適切な代名詞を使い分ける技能を身につけている。

	

	
	11
	Unit7
Grammar for
Communication6


	１５
	現在進行形を用いた文や感嘆文の理解をもとに、人が今していることについてたずねたり答えたり、感動や驚きの気持ちを伝え合う技能を身につけている。

	

	
	12
	Unit8

	１３
	不定詞（名詞的用法）や（look+形容詞）を用いた文の理解をもとに、したいことや人やものの様子について伝え合ったり、たずねたり答えたりする技能を身につけている。
	

	
	１
	Unit 9
Grammar for
Communication7
	１２
	一般動詞の過去形を用いた文の形・意味・用法を理解し、過去の出来事について、一般動詞の過去形を用いて、過去にしたことを伝える技能を身につけている。　

	

	
	２
	Unit10
Grammar for
Communication8

	１４
	be動詞の過去形や過去進行形、There is （are）を用いた文の理解をもとに、過去の状態や気持ち、過去のある時点でしていたことなどについて伝え合ったり、たずねたり答えたりする技能を身につけている。

	

	
	３
	まとめ
	１０
	中学１年生で習得すべき単語、熟語、文法を理解し、総合的に活用することができる。
	



